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  写真１       旧大篠津駅    →  現在の大篠津町駅 
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写真 12 左が赤碕駅 右が下市駅 枕木の幅との比較で見て欲しい 
ただ赤碕駅の特色はかさ上げが少なかったせいで少しホームが低い。ホームの高さは松江、米子、倉
吉などの各駅はおおむね 110 ㎝程度の高さがあるにもかかわらず、赤碕駅では 85 ㎝程度であり、写
真13で分かるように乗車時の段差はかなり大きくなっている。
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写真 14 自然石のままの笠石が残っている部分 
浦安駅になると布積みではあるものの、石自体が、かなり小さめになっている。 
そして由良駅からは普通の谷積みになっている。 
おわりに 
駅によっては石の上にコンクリートを塗りこめているところもあると思われる。このような駅では
どのような石積がなされていたかは全くわからない。倉吉駅も石は見えないが、きっと造られた当初
は石積みだったのではと思う。 
また以上の記述は、松江から倉吉駅までの話で、倉吉より東側にもそれぞれいろんな積み方のパタ
ーンがあるのだろう。もし関心を持たれたら記録に残されておくといいのではないかと思う。また駅
舎についても、同じような間取りで造られているようだが細部の木組みなど駅ごとに違うようだ。JR
も駅舎の改築などすると大山口の駅の改築を巡っての例 1)に見られるようにかなりコスト重視でしか
考えないようである。結果的には任せておけばさみしさしか感じないような施設になってしまう。
以上専門外のことを体系もなく思うに任せて述べたが、ありふれたことでも案外他から見れば価値
のあることは身の周りにあるのではないか。グローカルの視点から地域の身の周りをもう一度見直し
てみませんか。 
追記：写真を整理していたら松崎駅の写真があり、松崎駅は布積みで段つきでした。鳥取までも見てみたら面白
いと思う。
<<注>> 
1) 旧駅舎は54年完成でコンクリートブロック造り平屋（約135㎡）。JRは2017年11月維持管理経費の削減
などを目的に駅舎を小型化する案を示した。ホームの風よけ壁やトイレも撤去し待合室も約 13 平方メート
ルに大幅縮小する案だった。あまりの駅の規模縮小に大山町が施設を新設することになった。結果米子工業
高等専門学校の学生の設計による駅舎の新築になった。
－ 8－
